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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益は好調を維持し、雇用・所得環境は改善傾向が続くなど、景気

は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、深刻な人手不足への懸念や地政学的リスクの高まりに加えて、年明

けからはやや円高や株安の傾向となるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続きました。

　当住宅関連業界におきましては、日本銀行のマイナス金利政策による低金利に加え、雇用・所得環境の改善や消

費者マインドの持ち直しはあったものの、当連結会計年度における新設住宅着工戸数は年度末にかけて弱含み、前

期比2.8％減の94万６千戸となりました。また、当社グループの主なターゲットである持家・分譲戸建住宅の着工

戸数につきましても、前期比1.5％減となりました。

　このような状況の中で、当社グループは、引き続き「耐震」「ゼロエネルギー住宅」「高齢者等への配慮住宅」

に関連する商材の提案促進、リフォーム需要の取り込み、非住宅市場の需要開拓など成長分野での販売強化を図る

とともに、工務店との連携を強め、工事力の強化に努めてまいりました。

　また、平成30年２月には、内装工事を中心とした建築工事の請負、建材・住宅設備機器の卸売を行なう㈱丸滝

（長野県）を新たに子会社化し、事業エリアの拡大や既存事業に隣接する事業分野の強化を図ってまいりました。

　これらの結果、当連結会計年度の売上高は、95,028百万円（前期比4.5％増）となりました。利益面につきまし

ては、人件費や物流費の増加などもあり、営業利益は1,934百万円（前期比0.2％減）、経常利益は2,065百万円

（前期比1.2％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,361百万円（前期比1.3％減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

＜建材事業＞

九州、中国及び四国地区にて建材・住設機器の展示会「アイラブホームフェア」を開催し、新規需要の喚起やリフ

ォーム需要の掘り起こしを図るとともに、工務店との連携による工事力の強化、ゼロエネルギー住宅や長期優良住宅

の提案促進に注力してまいりました。また、平成30年２月には、㈱丸滝（長野県）を新たに子会社化し、事業エリア

の拡大や内装工事などの建築工事分野の強化を図ってまいりました。

　この結果、当事業の売上高は69,725百万円（前期比3.6％増）となりましたが、物流費や人件費の増加などもあり、

営業利益は1,507百万円（前期比1.3％減）となりました。

＜生活事業＞

北海道、東北及び関東地区を中心に営業活動を行なっている生活事業において、量販店向けの季節家電の販売が大

幅に伸びたことに加え、家庭用品、住設機器、ＤＩＹ等の販売も好調に推移しました。

　この結果、当事業の売上高は7,319百万円（前期比7.3％増）、営業利益は85百万円（前期比49.4％増）となりまし

た。

＜加工事業＞

主力の戸建住宅に加えて、保育園、事務所等の非住宅物件や賃貸住宅の受注に向けて営業を強化する一方で、住宅

の完成まで請負う工事の受注にも注力してまいりました。

　この結果、当事業の売上高は13,131百万円（前期比0.3％増）となりましたが、物流費や人件費の増加、一部資材

価格の上昇などもあり、営業利益は632百万円（前期比12.5％減）となりました。

＜その他＞

ＤＳ ＴＯＫＡＩ㈱、太平商工㈱の事業をそれぞれ報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」に区分

しております。

　ＤＳ ＴＯＫＡＩ㈱の事業内容は主として建設業及び介護関連事業であります。太平商工㈱の事業内容は産業資材

の販売であり、平成28年10月に同社を子会社化しております。

　当事業の売上高は5,288百万円（前期比25.9％増）、営業利益は198百万円（前期比172.3％増）となりました。
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(2) 当期の財政状態の概況

(資産)

流動資産は前連結会計年度と比べ1,075百万円(3.5％)増加し、31,607百万円となりました。「現金及び預金」

が584百万円、「商品」が173百万円、「未成工事支出金」が112百万円、「受取手形及び売掛金」が106百万円、

「電子記録債権」が100百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。

　固定資産は前連結会計年度と比べ522百万円(3.4％)増加し、15,975百万円となりました。「投資有価証券」が

291百万円、「投資不動産（純額）」が134百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。

(負債)

流動負債は前連結会計年度と比べ1,134百万円(3.9％)増加し、30,338百万円となりました。「支払手形及び買

掛金」が465百万円、「未払法人税等」が124百万円それぞれ減少しましたが、「電子記録債務」が1,388百万円、

「その他」が242百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。

　固定負債は前連結会計年度と比べ578百万円(14.3％)減少し、3,467百万円となりました。「長期借入金」が

627百万円減少したことが主な要因であります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度と比べ1,041百万円(8.2％)増加し、13,777百万円となりました。「利益剰余金」が

1,092百万円増加したことが主な要因であります。

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物は、前連結会計年度と比べ536百万円（8.1％）増加

し、7,168百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、2,321百万円(前連結会計年度は2,700百万円)

となりました。これは主として、「法人税等の支払額」が904百万円であった一方で、「税金等調整前当期純利

益」が2,124百万円、「仕入債務の増加額」が666百万円、「減価償却費」が467百万円であったことによるもの

であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、△252百万円(前連結会計年度は△338百万円)

となりました。これは主として、「定期預金の払戻による収入」が110百万円であった一方で、「有形固定資産

の取得による支出」が364百万円であったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、△1,531百万円(前連結会計年度は△1,017百

万円)となりました。これは主として、「長期借入金の返済による支出」が805百万円、「配当金の支払額」が

268百万円、「短期借入金の純増減額（減少）」が210百万円、「自己株式の取得による支出」が190百万円、

「リース債務の返済による支出」が30百万円であったことによるものであります。
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　 (参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

自己資本比率(％) 21.5 25.1 26.5 27.6 28.9

時価ベースの自己資本比率(％) 19.5 44.0 31.4 37.0 39.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(年)

1.3 4.7 2.2 1.7 1.7

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

70.4 32.8 63.7 97.0 127.0

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

(注) １ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

３ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。

４ 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

(4) 今後の見通し

今後のわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が持続し、景気は緩やかな回復基調で推移することが見

込まれるものの、深刻な人手不足や貿易摩擦の懸念など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続くことが予

想されます。

　当住宅関連業界におきましては、長期的には新設住宅着工戸数の減少が避けられませんが、個人消費の持ち直

し、さらには2019年10月予定の消費税増税をにらんだ駆け込み需要も見込まれ、足許では新設住宅着工戸数は横ば

いで推移することが予想されます。

　このような状況の中で当社グループは、引き続き「耐震」「ゼロエネルギー住宅」「高齢者等への配慮住宅」に

関連する商材の提案促進、リフォーム需要の取り込み、非住宅市場の需要開拓など成長分野での販売を図るととも

に、取引先の深耕開拓や新規商材の提案促進にも注力してまいります。さらには、事業ポートフォリオの拡充及び

グループシナジーの一層の追求を図り、持続的に成長できる事業体制の構築を目指してまいります。

　以上より、次連結会計年度の見通しにつきましては、売上高は101,500百万円（前期比6.8％増）、営業利益

2,230百万円（前期比15.3％増）、経常利益2,380百万円（前期比15.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益

1,550百万円（前期比13.8％増）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準での連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,728 7,312

受取手形及び売掛金 18,542 18,649

電子記録債権 1,313 1,414

商品 2,546 2,720

未成工事支出金 746 859

繰延税金資産 258 267

その他 415 405

貸倒引当金 △19 △19

流動資産合計 30,532 31,607

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,678 2,601

機械装置及び運搬具（純額） 550 547

土地 6,523 6,543

リース資産（純額） 34 37

建設仮勘定 0 60

その他（純額） 47 63

有形固定資産合計 9,834 9,854

無形固定資産

のれん 218 162

リース資産 5 13

その他 129 101

無形固定資産合計 353 277

投資その他の資産

投資有価証券 1,516 1,807

繰延税金資産 77 66

退職給付に係る資産 166 190

差入保証金 869 951

投資不動産（純額） 2,587 2,722

その他 70 157

貸倒引当金 △23 △53

投資その他の資産合計 5,265 5,843

固定資産合計 15,452 15,975

資産合計 45,984 47,583
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,863 13,397

電子記録債務 11,253 12,642

短期借入金 1,990 1,993

1年内償還予定の社債 － 100

リース債務 27 15

未払法人税等 496 372

未払消費税等 197 158

賞与引当金 451 492

その他 924 1,166

流動負債合計 29,203 30,338

固定負債

社債 200 100

長期借入金 2,261 1,634

リース債務 16 39

繰延税金負債 918 954

役員退職慰労引当金 140 134

役員株式給付引当金 13 25

退職給付に係る負債 132 149

その他 364 428

固定負債合計 4,045 3,467

負債合計 33,249 33,806

純資産の部

株主資本

資本金 400 400

資本剰余金 997 997

利益剰余金 11,027 12,119

自己株式 △163 △353

株主資本合計 12,261 13,164

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 482 614

退職給付に係る調整累計額 △40 △30

その他の包括利益累計額合計 442 583

非支配株主持分 31 29

純資産合計 12,735 13,777

負債純資産合計 45,984 47,583
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

売上高 90,952 95,028

売上原価 80,182 83,638

売上総利益 10,770 11,389

販売費及び一般管理費

販売運賃 1,430 1,541

給料及び手当 3,243 3,408

賞与 340 381

賞与引当金繰入額 373 405

退職給付費用 124 134

役員退職慰労引当金繰入額 8 7

役員株式給付引当金繰入額 13 13

貸倒引当金繰入額 － 1

減価償却費 176 170

のれん償却額 50 55

その他 3,069 3,337

販売費及び一般管理費合計 8,831 9,455

営業利益 1,938 1,934

営業外収益

受取利息 8 7

受取配当金 31 33

仕入割引 153 157

不動産賃貸料 154 152

協賛金収入 9 11

償却債権取立益 0 －

貸倒引当金戻入額 25 －

雑収入 111 104

営業外収益合計 494 467

営業外費用

支払利息 26 18

売上割引 212 232

不動産賃貸費用 53 45

雑損失 50 38

営業外費用合計 342 335

経常利益 2,090 2,065
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 54 0

補助金収入 － 4

出資金清算益 － 84

その他 － 9

特別利益合計 55 102

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 5 8

災害による損失 16 －

減損損失 1 35

その他 － 0

特別損失合計 24 43

税金等調整前当期純利益 2,121 2,124

法人税、住民税及び事業税 759 787

法人税等調整額 △21 △28

法人税等合計 737 759

当期純利益 1,383 1,364

非支配株主に帰属する当期純利益 2 2

親会社株主に帰属する当期純利益 1,380 1,361
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

当期純利益 1,383 1,364

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 133 131

退職給付に係る調整額 19 9

その他の包括利益合計 152 141

包括利益 1,536 1,506

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,533 1,503

非支配株主に係る包括利益 2 2
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(3) 連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 400 913 9,874 △78 11,109

当期変動額

剰余金の配当 △228 △228

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,380 1,380

自己株式の取得 △120 △120

自己株式の処分 84 35 119

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 84 1,152 △84 1,152

当期末残高 400 997 11,027 △163 12,261

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 349 △60 289 28 11,427

当期変動額

剰余金の配当 △228

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,380

自己株式の取得 △120

自己株式の処分 119

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
133 19 152 2 155

当期変動額合計 133 19 152 2 1,307

当期末残高 482 △40 442 31 12,735
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　当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 400 997 11,027 △163 12,261

当期変動額

剰余金の配当 △269 △269

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,361 1,361

自己株式の取得 △190 △190

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 1,092 △189 902

当期末残高 400 997 12,119 △353 13,164

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 482 △40 442 31 12,735

当期変動額

剰余金の配当 △269

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,361

自己株式の取得 △190

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
131 9 141 △2 139

当期変動額合計 131 9 141 △2 1,041

当期末残高 614 △30 583 29 13,777
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,121 2,124

減価償却費 514 467

減損損失 1 35

のれん償却額 50 55

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 28

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △109 △5

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 13 13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3 13

受取利息及び受取配当金 △39 △41

支払利息 26 18

固定資産売却損益（△は益） △0 △3

固定資産除却損 5 8

投資有価証券売却損益（△は益） △54 △0

補助金収入 － △4

出資金清算益 － △84

災害による損失 16 －

売上債権の増減額（△は増加） 100 △97

たな卸資産の増減額（△は増加） △242 △58

その他の流動資産の増減額（△は増加） 37 55

その他の固定資産の増減額（△は増加） △45 △52

仕入債務の増減額（△は減少） 528 666

未払消費税等の増減額（△は減少） 45 △45

その他の流動負債の増減額（△は減少） 10 99

その他の固定負債の増減額（△は減少） 54 16

その他 － △9

小計 3,016 3,198

利息及び配当金の受取額 39 41

利息の支払額 △27 △18

法人税等の支払額 △647 △904

補助金の受取額 335 4

災害損失の支払額 △16 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,700 2,321

決算短信（宝印刷） 2018年05月02日 17時09分 12ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）

－ 12 －



ＯＣＨＩホールディングス株式会社(3166) 平成30年３月期 決算短信

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △7 △10

定期預金の払戻による収入 7 110

短期貸付金の増減額（△は増加） 21 9

有形固定資産の取得による支出 △134 △364

有形固定資産の除却による支出 △3 △1

有形固定資産の売却による収入 1 3

無形固定資産の取得による支出 △16 △19

投資有価証券の取得による支出 △23 △52

投資有価証券の売却及び償還による収入 93 0

出資金の分配による収入 － 89

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △303 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 － 3

長期貸付金の回収による収入 0 －

投資不動産の取得による支出 △1 △22

その他 25 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △338 △252

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 110 △210

長期借入れによる収入 445 －

長期借入金の返済による支出 △1,370 △805

社債の発行による収入 100 －

リース債務の返済による支出 △42 △30

割賦債務の返済による支出 △32 △20

自己株式の取得による支出 △120 △190

自己株式の売却による収入 119 －

配当金の支払額 △227 △268

非支配株主への配当金の支払額 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,017 △1,531

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,345 536

現金及び現金同等物の期首残高 5,286 6,631

現金及び現金同等物の期末残高 6,631 7,168
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものであり

ます。

当社グループは、国内において「建材事業」、「生活事業」、「加工事業」及び「その他事業」の４事業に取

り組んでおり、以下の３事業を報告セグメントとしております。

「建材事業」は、主に国内の建材メーカー、代理店、商社より仕入れた住宅関連資材等を国内の建材・材木販

売店、ハウスメーカー、ゼネコン、工務店、ホームセンター等に販売しており、当社グループの業績の大半を占

めているコア事業であります。

「生活事業」は、日常生活に必要な暖房機器をはじめとした商品を、主に国内のメーカー、代理店等から仕入

れ、総合スーパー、ホームセンター、ドラッグストア等に販売しており、北海道、東北地区及び関東地区で事業

を展開しております。

「加工事業」は、主に国内のメーカー、代理店、商社より建材等を仕入れ、木造住宅を中心とした構造躯体の

加工組立販売を行ない、他社との差別化を図る事業として取り組んでおります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法

と同一であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

連結財務諸表
計上額
(注)３建材事業 生活事業 加工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 67,009 6,819 12,921 86,750 4,201 ― 90,952

セグメント間の内部
売上高または振替高

278 0 172 451 ― △451 ―

計 67,287 6,820 13,094 87,202 4,201 △451 90,952

セグメント利益 1,528 56 722 2,307 72 △442 1,938

セグメント資産 30,398 3,302 5,712 39,414 3,755 2,814 45,984

その他の項目

　減価償却費 120 11 281 414 41 18 473

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

19 6 205 231 84 2 318

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業

資材の販売であります。

２ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△442百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△444百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額2,814百万円には、各報告セグメントに配分していない投資不動産2,587百万円、

親会社の資産309百万円、その他の調整額△82百万円が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2百万円には、各報告セグメントに配分していない投資

不動産に係る増加額0百万円、親会社の資産に係る増加額1百万円が含まれております。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

連結財務諸表
計上額
(注)３建材事業 生活事業 加工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 69,440 7,317 12,982 89,740 5,288 ― 95,028

セグメント間の内部
売上高または振替高

285 1 149 436 ― △436 ―

計 69,725 7,319 13,131 90,176 5,288 △436 95,028

セグメント利益 1,507 85 632 2,225 198 △489 1,934

セグメント資産 31,773 3,228 5,913 40,915 3,634 3,033 47,583

その他の項目

　減価償却費 111 11 244 367 44 17 429

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

83 19 285 388 19 24 432

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業

資材の販売であります。

２ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△489百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△497百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額3,033百万円には、各報告セグメントに配分していない投資不動産2,722百万円、

短期貸付金10百万円、親会社の資産375百万円、その他の調整額△75百万円が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額24百万円には、各報告セグメントに配分していない投資

不動産に係る増加額23百万円、親会社の資産に係る増加額0百万円が含まれております。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　

【関連情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項はありま

せん。
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項はありま

せん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

全社・消去 合計

建材事業 生活事業 加工事業 計

減損損失 1 ― ― 1 ― ― 1

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業資材

の販売であります。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

全社・消去 合計

建材事業 生活事業 加工事業 計

減損損失 ― ― 11 11 ― 23 35

(注) １ 「全社・消去」の金額は、投資不動産に係るものであります。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業資

材の販売であります。
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ＯＣＨＩホールディングス株式会社(3166) 平成30年３月期 決算短信

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

全社・消去 合計

建材事業 生活事業 加工事業 計

(のれん)

当期償却額 12 ― 8 21 28 ― 50

当期末残高 24 ― 76 100 117 ― 218

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業資材

の販売であります。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

全社・消去 合計

建材事業 生活事業 加工事業 計

(のれん)

当期償却額 12 ― 8 20 35 ― 55

当期末残高 11 ― 67 79 82 ― 162

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業資材

の販売であります。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

重要な負ののれん発生益はありません。

決算短信（宝印刷） 2018年05月02日 17時09分 18ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）

－ 18 －



ＯＣＨＩホールディングス株式会社(3166) 平成30年３月期 決算短信

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 951円52銭 1,039円83銭

１株当たり当期純利益金額 103円40銭 102円17銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託（ＢＢＴ）の信託財産として信託が所有する

当社株式は、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め

ており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除する自己株式数に含めておりま

す。

１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度67,840

株、当連結会計年度116,274株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数

は、前連結会計年度末116,800株、当連結会計年度末116,100株であります。

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 12,735 13,777

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円)

　非支配株主持分 31 29

普通株式に係る純資産額(百万円) 12,703 13,747

普通株式の発行済株式数(株) 13,610,970 13,610,970

普通株式の自己株式数(株) 259,879 389,779

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

13,351,091 13,221,191

４ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 1,380 1,361

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

1,380 1,361

普通株式の期中平均株式数(株) 13,351,195 13,330,506
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